
2

　今年度の生物多様性体験学習推進事業を実施した小学校８
校、高校３校が参加し、第 3 回学校ビオトープフォーラムを開催
しました。

　日　時╱平成 22 年 11 月 28 日（日）  9：45 ～ 16：00
　主　催╱千葉県環境生活部自然保護課
　共　催╱千葉県教育委員会
　会　場╱千葉県立中央博物館　講堂　生態園
　参加者╱ 165 名
　　　　   児童・生徒 80 名　教員 42 名
　　　　　保護者 32 名　　　一般 11 名

【午前の部】

「森の調査隊」・「水辺と植生の管理講習」
時間╱ 10:00 ～ 11:40
場所╱生態園　
　児童・生徒が参加した「森の調査隊」では、生態園内にある動
物や植物、またはその生息・生育環境などから興味のあるもの
を選び、レポートにまとめる「はっけんレポート」を行いました。
参加した児童・生徒は、舟田池で野鳥観察をしたり、足下の植物
をスケッチしたりと、それぞれの視点で観察をしました。
　「水辺と植生の管理講習」では、教職員や高校生が、ビオトープ
管理のためのポイントについて、中央博物館研究員から説明を
聞き、熱心にメモをとる姿が見られました。

【午後の部】

基調講演『外来種ってなーに？』
時間╱ 13:05 ～ 13:35
場所╱千葉県立中央博物館　講堂、ロビー
講師╱尾崎　真澄（千葉県生物多様性センター副主幹）

　外来種にはどんな生きものがいるのか、外来生物が侵入した
場合の生態系への影響、ペットを飼う際の心構え、ビオトープに
生きものを導入する際の注意などを説明してもらいました。

ポスターセッション
時間╱ 13:40 ～ 14:55
■前半５校
　清水台小、村上東小、片貝小、中原小、沼南高
■後半６校
　初富小、真砂三小、椎柴小、三育小、市原八幡高、八日市場高

実践事例のステージ発表
時間╱ 15:00 ～ 15:40
①沼南高校　②市原八幡高校　③中原小
　本年度補助金事業を実施した 11 校による実践事例の発表を
行いました。今年度新たにビオトープを整備し始めた学校では、
事前準備から調査、計画、そして作業の様子などを中心に発表が
ありました。改修を中心に作業を進めている学校では、地域と
の連携や近隣の学校を招いて行った観察会のようすなどを発表
しました。講師の先生からは、記録をとることの重要性や、近隣
の自然を見つめ直し地域の自然を導入してほしいとのコメント
をいただきました。

第 3 回学校ビオトープフォーラムの開催

ビオトープとは 　ビオトープとは、ギリシャ語の「生物」を意味するBiosと「場所」を意味する
Topesを語源としたドイツ語で、直訳すると「生物の生息・生育空間」となります。
1990 年ごろから盛んに使われるようになりましたが、その概念には様々な考え
方があります。
　千葉県では、ビオトープを「多様な、または貴重な野生生物が生息・生育する
空間であり、その状態を保持または目指して管理される場所」と定義しています。

森の調査隊での観察 ポスターセッションでの交流
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★白銀小学校
南条小学校

いには野小学校

湖北台東小学校
名戸ヶ谷小学校

西部小学校

花野井小学校

船橋芝山高等学校

成東高等学校

千葉県立沼南高等学校 P22

柏市立中原小学校 P8

学校法人三育学院 光風台三育小学校 P10

野田市立清水台小学校 P14
銚子市立椎柴小学校 P12

九十九里町立片貝小学校 P18

敬愛大学八日市場高等学校 P20

八千代市立村上東小学校 P4

鎌ヶ谷市立初富小学校 P6

千葉市立真砂第三小学校 P16

飯山満南小学校

波岡小学校

老川小学校

千葉県立市原八幡高等学校 P24

有秋東小学校
青葉台小学校

稲毛第二小学校

稲浜小学校

秋津小学校

扇田小学校

根木名小学校

東小学校

水上小学校

牛久小学校
中川小学校

★

★

★

★ 平成22年度事業実施校
★ 平成21年度事業実施校
★ 平成20年度事業実施校
★ 平成20・21・22年度事業実施校
★ 平成・21・22年度事業実施校
★ 平成20・21年度事業実施校

C O N T E N T S

　千葉県では、平成２０年３月に「生物多様性ちば県戦略」

を策定し、千葉県生物多様性センターを中心に、その戦

略に基づいた施策を推進してきました。生物多様性体験

学習推進事業では、学校ビオトープの整備・改修及びそ

の活用を進め、生物多様性の保全・再生の場として、環境

学習の場として、また、地域の自然とふれあうための窓口

として、次の２つの取組を中心に推進していくこととして

います。

（１）学校ビオトープの整備、改修及びその活用を支援する

「生物多様性体験学習推進事業補助金」により、地域

の拠点となる学校ビオトープの整備を推進します。

（２）学校ビオトープの実践事例から、整備・活用の手法

などを学び、今後の方向性を探る「学校ビオトープ

フォーラム」を開催します。

　本事例集は、平成２２年度に事業を実施した１１校につ

いて、その整備・改修及びその活用の事例を掲載したも

のです。学校や地域、ＰＴＡ、ＮＰＯ等が一体となり、学校

ビオトープを優れた地域資源ととらえ、積極的に活用し

ているようすがまとめられています。今後、学校ビオトー

プの整備・活用を目指す団体にとっての先行事例として

参考にしていただき、千葉県内の学校ビオトープの整備・

活用がさらに進んでいくことを願っています。
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